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が粒界拡散に対して無視できるためと考えられる･

(2)粒界拡散定数の解析方法としては粒内拡散が無

視できるものとしてX2(拡散距離の2乗)によるプロッ

トで行ったが, ∬によるプロットでも比較的直線性は良

い.参考までにその勾配からFISherの近似式5)を用い

てDg･bを求めると上述した結果と比較して著しく高く,

800℃では20倍, 900℃で200胤1000℃では103倍とな

る.

(3)得られた粒界拡散定数の温度依存性を図6に示

した.比較のため野原･平野等6)の測定した粒内拡散定

数の温度依存性も付記した･

800℃～1000℃の範囲で粒界拡散定数はアレニウスの

式に良く一致し,振動数項は1-4×10~5 cm2/sec,宿

性化エネルギーは34.9kcal/molとなる･粒内拡散の振

動数項(0.15cm2/sec),活性化エネルギー(82.8kcal/

mol)と比較して妥当な値であると考えられる.

(1980年2月29 E]受理)
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◆　第4部　西川精

で停年退官.

◆　通商産業技官(

合成化学部長,

55年4月1日付
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一教授は55年4月1El限り ���,ｨⅸ蝌ｼhｵｨｪ�ﾔ鮎hｵｨ���

合成化学部長,4部併任 

工業技術院化学技術研究所 鉄YD紿ﾈ��?ｩWH,Ygｸ��b�

4部併任教授)新井吉衛は ����cIYI�ﾉ�ﾉ��ｨｻ8ｧﾈ-ﾂ�

で本所第4部教授に転任. �,Y.)D��隱��

院化学技術研究所

教授)新井吉衛は
4部教授に転任･

55年4月1日限り
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